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学術成果リポジトリとは

学内で生産される，論文などの研究成果を

始めとした電子的学術資料を収集・蓄積・

保存し，学外に向けて広く発信する仕組み。
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学術成果リポジトリの効果

1) オープンアクセス(無償公開)により，雑誌の購読
者に限らず誰でもアクセスできるようになる

→ 論文の視認性が高まる。

論文の被引用率の向上

2) 大学の研究成果を学外に公開することにより社
会への説明責任を果たすことができる。



著作権について

・90%以上の雑誌が機関リポジトリへの登録を
認めている

・条件は出版社や雑誌によってさまざま

↓

図書館で調査します



先生方にお願いすること

データの提供

先生 図書館

・著作権確認
・索引付与等

学術成果リポジトリ

出版社版
または

著者最終稿



学術成果リポジトリのコンテンツ （予定）

1) 学術雑誌投稿済論文（著者最終稿）

2) 研究紀要

3) 研究報告書

4) プレプリント

5) 学位論文

6) 電子化教材など

コンテンツの形態は，文書・画像・動画などデジタル化されたもの



今後の予定

１１月～ コンテンツ(論文等)の受付開始

・ 図書館へのファイル送付

・ 個別研究室訪問

お問い合わせ
ハシバ

附属図書館 学術成果リポジトリ担当 松島・端場
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